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１．上海日本人学校虹橋校ついて

　私の赴任した平成25年度から平成27年度までの上海日本人学校虹橋校の全校児童数、学級数、職員数は、以

下のようになる。

　平成25年度　全校児童数1538名　50学級　職員数113名

　平成26年度　全校児童数1412名　47学級　職員数111名

　平成27年度　全校児童数1301名　47学級　職員数114名

　上海日本人学校は、社会情勢に伴って、児童数が年々減少しているとはいうものの、依然として大規模校であ

る。100人を超えるスタッフの中には、文科省からの派遣教員だけでなく、海外子女教育財団から派遣される優

秀な人材や現地採用職員、そして、外国人スタッフも含まれている。様々な立場で、様々な地域から集まったス

タッフが力を合わせて 1 つの学校を運営しているのである。子どもたちも同様である。全国各地から集まった子

どもたちが一つ屋根の下で学びを共有し、生活を共にするのである。必然的に求心力が求められる。

　上海日本人学校虹橋校の名の下、上海に住む子ども達の教育に一丸となって取り組んでいる職員集団の誇りや

所属感、一体感は非常に高いものであった。少なくとも私の赴任した期間、教職員だけでなく、子ども達もSJS

（Shanghai Japanese School）のロゴを背負い、虹橋（Hongqiao（ホンチャオ））に愛着をもつ子ども達は多くいた。

大規模校である上海日本人学校虹橋校の職員と児童が一体となって進めた活動の一端を紹介したい。

２．特別活動の取組

（1）テーマの設定

　虹橋校の特徴の 1 つに活発な特別活動がある。虹橋校では、1 年間を通した特別活動におけるテーマを設定す

る。それが教師も児童も合言葉のようなものとなり、年間の様々な活動を方向付けたり、盛り上げたりした。私

の赴任していた 3 年間は、以下のテーマで取り組んだ。

　平成25年度「和」、平成26年度「更喜欢」、平成27年度「ハッ Pスマイル」

　テーマの言葉とともにポーズも決める。朝のあいさつ運動のときや全校集会、昼の放送など、ことあるごとに

テーマの言葉と決めポーズを行った。何度も繰り返し行うことで、虹橋校全校に定着していった。

　およそ1400人の児童と多くの職員が、この合言葉を大きな声で発する。そして、全員が声をそろえてポーズを

決めることで互いにつながりを感じ、一体感を得ることができた。

　平成26年度の「更喜欢」は、中国語読みで「グンシーファン」と読み、下のような願いが込められていた。

　虹橋校の子どもたちは、保護者の事情等で、期間限定で上海で生活している。近い将来、日本に帰る子が

ほとんどだろう。そのような子どもたちに、学校のことをもっと好きになってもらい、「虹橋校にいてよ

かった」「上海にいてよかった」という気持ちをもたせることが、日本人学校の職員の役割の一つのように

思う。また、日本の報道等で、中国の悪い印象をもってしまう傾向にある今の現状の中、どのような理由で

も、今住んでいる「中国・上海」に興味をもち、好きになれる子を育てることは、とても大切なことだと思

う。身近なことに興味をもち、好きになれる子は、視野を広げて、他のことにも興味をもち、好きになって

いけるはず。それが本当の国際教育だと考える。 （平成26年度　特別活動実施計画より）
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（2）キャラクター作り

　子ども達からキャラクターのデザインを募

集した。たくさんの応募の中から児童会とし

ての役割を担う中央委員会が絞り込み、全校

児童の投票でキャラクターを決定した。自分

たちで決めたキャラクターだからこそ、児童

の人気は絶大である。右写真は、昼休みに

行ったキャラクターの握手会の様子である。

多くの児童がキャラクターとの握手を求めて

体育館に集まった。

　平成26年度は、「心」も「体」も育てようと

いう意味と虎の「タイガー」とを合わせて

「心体ガー（シンタイガー）」という名のキャラクターが作られた。もちろんこの名前も児童からのものである。

　キャラクターは、行事や集会など、時には子どもが、時には教員がその役割を担い、子ども達を楽しませ、あ

るいは優しくメッセージを伝えるスポークスマンとして大活躍した。

（3）運動会などの行事との連携

　特別活動のテーマやキャラクターは様々な教育活動と連携しながら学校全体に浸透していった。児童会行事は

もとより、運動会などの学校行事と連携させて活動が行われた。例えば、運動会スローガンやペットボトル壁画

を作成したり、運動会当日にキャラクターを登場させて行事を盛り上げたりした。平成25年度は、運動会の各種

目のどこかに「和」の文字やかけ声、あるいはポーズを入れるという工夫を加えることで、テーマを意識付けた。

　合言葉となるテーマや決めポーズ、そして、キャラクターは、同じ時を虹橋校で共に過ごした児童とスタッフ

にとって、思い入れの深いものである。虹橋校には「独歩博愛」という立派な校訓がある。高名な陳舜臣の作詞

した校歌もある。「自ら学び、明るく、やさしく、たくましく、国際性豊かな児童を育成する」という学校目標

もある。それらの方針を見据えながらも方向性を見失わず、さらにかみ砕いて、子ども達にとっても職員にとっ

ても身近なものとして、あるいは、声を合わせやすいものとして設定した特別活動のテーマやポーズ、キャラク

ターは、虹橋校を一つにする大きな役割を担っていた。

３．緊急事態への対応

　上海日本人学校虹橋校の登下校は、基本的に保護者の責任のもとに行われている。日本国内と違って特に安全

面に気を付けなければならない海外である。子ども達が事故や事件に巻き込まれたら大変なことである。虹橋校

では、通学安全部（以下「通安」）が設置され、通学安全主任を中心に、登下校関係を担っている。重要な役割

である。通安は、PTA通学安全担当や事務職員と協力しながら、児童のスムーズで安全な登下校を推進している。

平成26年度まで、虹橋校では、バス通学、個人通学、ビラ通学と分かれていた。個人通学は、保護者により徒歩

や自家用車で送り迎えされる登下校方法である。ビラ通学は、学校に隣接する「虹橋ビラ」という戸建ての集合

住宅型公寓（マンション）からの通学である。学校と虹橋ビラの門衛が立ち会う中、決められた時間だけ門扉が

開き、そこを通って登下校を行う。そして、バス通は、公寓や不動産屋のバスなど、保護者が契約したバスを

使って登下校する方法である。児童の多くは、バス通学であり、数にすると60台を超えるバスが毎朝夕に学校に

出入りしていた。子ども達の通学の足となる大切なバスである。

　ところが、平成26年 1 月、通学に使っていたバスが上海当局により通学用バスとしての使用禁止となった。

以下、日本経済新聞のインターネット上の記事の一部である。

シンタイガーの握手会
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　緊急事態であった。およそ1400人という児童数をかかえる学校である。それぞれの家庭がタクシーや保護者の

社用車での登校となれば大渋滞が予想される。学校の前の道路はそう広くない。加えて中国の交通事情は日本と

比べて決して良いと言えない。タクシー運転手も様々であり、何らかの手立てを講じなければ1000人を超える児

童の下車を整然と行うのは、不可能に近い。

　バスが禁止されてからというもの、通安を中心に朝早くから夜遅くまで、子ども達の登下校対策に追われた。

職員は朝早くから、タクシーや社用車の交通整理を行った。下校時もバスがないため、一人ひとり保護者への引

き渡し下校を行った。児童数が多いため、保護者への引き渡しがスムーズに行えるように綿密な計画と手順を練

る必要があった。子ども達を下校させた後、夜遅くまで本日の登下校がどうだったのか、明日に向けてどう改善

させていったら良いのか全職員が集まって話し合った。そして、翌日も朝早くから登校の交通整理を行うといっ

た日々が続いた。

　特に大変だったのは、通安である。その通

安の大変さを皆で感じ、応援した。朝の交通

整理を職員は自主的に行った。虹橋校に子ど

も達を安全に登校させ、無事に保護者に引き

渡すために、職員一丸となって動いた。下校

時の児童引き渡しは教室で行われたが、混雑

を避けるため廊下は土足となった。上海当局

により「校車」として認可されたバスが手配

できるまで、不安定な登下校が続いた。子ど

も達も保護者も大変であった。皆の大変さを

感じて、職員も動いた。

　平成27年度のスタートともに、認可の下り

た校車が開始された。新しいシステムである。すぐにうまくいくものではない。実施しながら、修正、改善して

いった。

　職員一丸となって動いたといっても、全てが一枚岩で行動したというわけでない。夜遅くまでの話し合いでも、

皆同じ意見ですぐに解決した、ということではない。それぞれの意見が飛び交い、1 つの行動に賛否両論あった。

意見がまとまらないからこそ、時間も費やした。一丸となるとは同じ意見でまとまるということでなく、職員全

員が、虹橋校の登下校を、子ども達の登下校を何とかしようと本気になっていたということである。皆が他人ご

とでなく、揺れた虹橋校を支えようと一生懸命だった。

　海外という地では、何が起きるか分からない。平成27年 7 月、100世帯以上の日本人が居住していた「虹橋ビ

ラ」が閉鎖となった。突然のことである。学校と虹橋ビラを通じる門扉はコンクリートで閉じられた。学校に隣

接していた虹橋ビラは、日本人学校の有事の際の食糧運搬通路としても考えられていた。それが突然の閉鎖であ

　上海の日本人学校、通学バス禁止で困惑　当局が突然の通告

　【上海＝菅原透】中国・上海に 2 校ある日本人学校で27日から通学バスの使用が禁止された。これまでは

同じマンションに住む保護者同士でお金を出し合うなどしてバスを手配してきたが、地元当局が「規定に合

致していない」として突然、通告してきた。現地駐在員は「タクシー代など新たな費用負担は重い」と困惑

している。

　通達は23日に出された。日本人学校は26日は臨時休校して保護者説明会を開いたため、27日がバスを使

わない初日となった。約1400人の小学生が通う上海日本人学校虹橋校では現地駐在員の社用車やタクシーで

通学する生徒の姿が目立った。引率した保護者の一人は「これから毎日、タクシーで送り迎えしなければな

らない」と話した。 （日本経済新聞　2015／ 1 ／27付）

校車での下校の様子
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る。日本人学校は、海外に存在し不安定なものである。それだけに、そこにいる職員は学校の運営に主体的に関

わる意識が大切になる。

　通学バスの突然の禁止にしても、虹橋ビラの閉鎖にしても、そのときの緊急事態の対応に職員も子ども達も保

護者も、大変な思いをしながら取り組んできた。この緊急事態への対応は、意図的な教育活動でないが、皆が一

丸となって乗り越えてきた大きな事態であった。

４．虹橋校スタッフの協働

　平成26年度に虹橋校の研究主任を任された。そのとき、私は「着目児」を設定し、その子の表れをつぶさにみ

ていくことで、その子の学びを明らかにしていこうとする研究方法を提案した。その研究方法によって児童理解

を深めることの大切さや目の前の子どもから授業改善をしていくことをねらった。各学年の中心授業は、着目児

を設定して行うこととした。事後研修会は着目児の表れから始まり、その子の学びを明らかにしていく過程をた

どった。その子を通して、授業全体を明らかにしていくことを提案した。

　大規模校である。1 つの教室に何十人という教員が参観する。着目児となる子どもは多くの参観の目を受ける

こととなる。まして、着目児の表れから事後の話し合いがスタートするため、授業でのその子の様子をみていな

いと話し合いが成り立たない。しかし、教員が多すぎて観察することすら難しい状況であった。

　すると、ある学年は、着目児の座席の配置を変えようと考えた。着目児を複数人数設定しようと考えた。また、

ある学年は、ビデオなどの ICT機器を活用して、空き教室で実況中継放送をしようと考えた。そして、そこで着

目児を観察できるようにしようと工夫した。ある学年は、実況中継に加えて、教師の姿も記録しようと考えた。

どの学年も物理的な困難さを解消しようと前向きに工夫を加え始めた。私は、それらの前向きな姿勢や提案に対

する協力的な姿に頭の下がる思いをもつと同時に感動した。上海日本人学校虹橋校には、協働する前向きなス

タッフがたくさんいた。

　上海日本人学校は、1975年（昭和50年）に和平飯店の一室を借りて上海補習校として開設し、1987年（昭和

62年）に日本人学校として開校された。歴史は古く、その学校文化や学校経営システムはこれまでの試行錯誤の

中から積み上げられてきたものであったり、その時々のニーズによって改変されてきたものであったりするので

あろう。これまで積み上げられてきた学校文化が、虹橋校の特別活動のような活発な取組であったり、中国語な

どを組み入れた独特な教育課程であったり、あるいは海外の地であるという特別性からくる共同体意識であった

りすると思うが、その根底には、熱意をもって取り組むスタッフの協働する姿勢があるからこそ、チーム虹橋と

して一体感をもって教育活動を進められるのだと思う。特活の実践にしても、緊急事態への対応にしても、前向

きで熱意のある職員が力を合わせてその対応に取り組んできた。子ども達のために、虹橋校のために、一生懸命

に頑張る同僚のためにと熱意をもって取り組むスタッフがチーム虹橋の何よりの原動力であり、この先も大切に

していきたい宝であると確信している。

　最後に、今も虹橋校を支えるスタッフにエールを送るとともに、このレポート作成のために資料を提供してく

れた平成26年度虹橋校特別活動主任であり現在滋賀県高島市立安曇小学校に勤務する青木明弘教諭に感謝の意を

表して、チーム虹橋の報告のまとめとする。

－ 84 －



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.7
  /CompressObjects /All
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 450
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [300 300]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


